
 

 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 

正 

後 

改 

正 

前 

 

（
管
理
区
域
の
明
示
等
） 

第
三
条 
（
略
） 

２
～
４ 

（
略
） 

５ 

事
業
者
は
、
管
理
区
域
内
の
見
や
す
い
場
所
に
、
第
八
条
第
三
項
の
放
射

線
測
定
器
の
装
着
に
関
す
る
注
意
事
項
、
放
射
性
物
質
の
取
扱
い
上
の
注
意

事
項
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
応
急
の
措
置
等
放
射
線
に
よ
る
労
働
者
の

健
康
障
害
の
防
止
に
必
要
な
事
項
を
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

 

（
管
理
区
域
の
明
示
等
） 

第
三
条 

（
略
） 

２
～
４ 

（
略
） 

５ 

事
業
者
は
、
管
理
区
域
内
の
労
働
者
の
見
や
す
い
場
所
に
、
第
八
条
第
三

項
の
放
射
線
測
定
器
の
装
着
に
関
す
る
注
意
事
項
、
放
射
性
物
質
の
取
扱
い

上
の
注
意
事
項
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
応
急
の
措
置
等
放
射
線
に
よ
る

労
働
者
の
健
康
障
害
の
防
止
に
必
要
な
事
項
を
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。 

 

（
放
射
線
業
務
従
事
者
の
被
ば
く
限
度
） 

第
四
条 

（
略
） 

２ 

事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
女
性
の
放
射
線
業
務
従
事
者

（
妊
娠
す
る
可
能
性
が
な
い
と
診
断
さ
れ
た
も
の
及
び
第
六
条
第
一
項
に
規

定
す
る
放
射
線
業
務
従
事
者
を
除
く
。
）
の
受
け
る
実
効
線
量
に
つ
い
て
は

、
三
月
間
に
つ
き
五
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

３ 

事
業
者
は
、
管
理
区
域
内
に
お
け
る
放
射
線
業
務
の
一
部
を
請
負
人
に
請

け
負
わ
せ
る
と
き
は
、
当
該
請
負
人
に
対
し
、
当
該
放
射
線
業
務
に
従
事
す

る
者
の
受
け
る
実
効
線
量
が
第
一
項
に
規
定
す
る
限
度
を
超
え
な
い
よ
う
に

す
る
必
要
が
あ
る
旨
及
び
当
該
放
射
線
業
務
に
従
事
す
る
女
性
（
妊
娠
す
る

可
能
性
が
な
い
と
診
断
さ
れ
た
も
の
及
び
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
女
性

を
除
く
。
）
の
受
け
る
実
効
線
量
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
前
項
に
規
定
す
る
限
度
を
超
え
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を

周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

 

（
放
射
線
業
務
従
事
者
の
被
ば
く
限
度
） 

第
四
条 

（
略
） 

２ 

事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
女
性
の
放
射
線
業
務
従
事
者

（
妊
娠
す
る
可
能
性
が
な
い
と
診
断
さ
れ
た
も
の
及
び
第
六
条
に
規
定
す
る

も
の
を
除
く
。
）
の
受
け
る
実
効
線
量
に
つ
い
て
は
、
三
月
間
に
つ
き
五
ミ

リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
新
設
） 

第
五
条 

（
略
） 

２ 

事
業
者
は
、
管
理
区
域
内
に
お
け
る
放
射
線
業
務
の
一
部
を
請
負
人
に
請

第
五
条 

（
略
） 

（
新
設
） 



 

 

け
負
わ
せ
る
と
き
は
、
当
該
請
負
人
に
対
し
、
当
該
放
射
線
業
務
に
従
事
す

る
者
の
受
け
る
等
価
線
量
が
、
前
項
に
規
定
す
る
限
度
を
超
え
な
い
よ
う
に

す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
六
条 
（
略
） 

２ 

事
業
者
は
、
管
理
区
域
内
に
お
け
る
放
射
線
業
務
の
一
部
を
請
負
人
に
請

け
負
わ
せ
る
と
き
は
、
当
該
請
負
人
に
対
し
、
当
該
放
射
線
業
務
に
従
事
す

る
者
の
う
ち
妊
娠
と
診
断
さ
れ
た
女
性
の
受
け
る
線
量
が
、
妊
娠
中
に
つ
き

前
項
各
号
に
掲
げ
る
線
量
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め

る
値
を
超
え
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

 

第
六
条 

（
略
） 

（
新
設
） 

 

 

（
緊
急
作
業
時
に
お
け
る
被
ば
く
限
度
） 

第
七
条 

事
業
者
は
、
第
四
十
二
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事

故
が
発
生
し
、
同
項
の
区
域
が
生
じ
た
場
合
に
お
け
る
放
射
線
に
よ
る
労
働

者
の
健
康
障
害
を
防
止
す
る
た
め
の
応
急
の
作
業
（
以
下
「
緊
急
作
業
」
と

い
う
。
）
を
行
う
と
き
は
、
当
該
緊
急
作
業
に
従
事
す
る
男
性
及
び
妊
娠
す

る
可
能
性
が
な
い
と
診
断
さ
れ
た
女
性
の
放
射
線
業
務
従
事
者
に
つ
い
て
は

、
第
四
条
第
一
項
及
び
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の

規
定
に
規
定
す
る
限
度
を
超
え
て
放
射
線
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２
・
３ 

（
略
） 

４ 

事
業
者
は
、
緊
急
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
と
き
は
、
当

該
請
負
人
に
対
し
、
当
該
緊
急
作
業
に
従
事
す
る
男
性
及
び
妊
娠
す
る
可
能

性
が
な
い
と
診
断
さ
れ
た
女
性
に
つ
い
て
は
、
第
四
条
第
三
項
及
び
第
五
条

第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
限
度
を
超
え

て
放
射
線
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
事
業
者
は
、
同
項
の
請
負
人
に
対
し
、
同
項
の

緊
急
作
業
に
従
事
す
る
男
性
及
び
妊
娠
す
る
可
能
性
が
な
い
と
診
断
さ
れ
た

女
性
が
当
該
緊
急
作
業
に
従
事
す
る
間
に
受
け
る
線
量
は
、
第
二
項
各
号
に

掲
げ
る
線
量
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
値
を
超
え

な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
緊
急
作
業
時
に
お
け
る
被
ば
く
限
度
） 

第
七
条 

事
業
者
は
、
第
四
十
二
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事

故
が
発
生
し
、
同
項
の
区
域
が
生
じ
た
場
合
に
お
け
る
放
射
線
に
よ
る
労
働

者
の
健
康
障
害
を
防
止
す
る
た
め
の
応
急
の
作
業
（
以
下
「
緊
急
作
業
」
と

い
う
。
）
を
行
う
と
き
は
、
当
該
緊
急
作
業
に
従
事
す
る
男
性
及
び
妊
娠
す

る
可
能
性
が
な
い
と
診
断
さ
れ
た
女
性
の
放
射
線
業
務
従
事
者
に
つ
い
て
は

、
第
四
条
第
一
項
及
び
第
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
規
定
に

規
定
す
る
限
度
を
超
え
て
放
射
線
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２
・
３ 

（
略
） 

（
新
設
） 

    

（
新
設
） 

  



 

 

  
（
特
例
緊
急
被
ば
く
限
度
） 

第
七
条
の
三 

（
略
） 

２ 
事
業
者
は
、
前
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
例
緊
急
被
ば

く
限
度
が
定
め
ら
れ
た
と
き
は
、
第
七
条
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に

限
る
。
）
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
例
緊
急
作
業
従
事
者
に
つ
い
て
、
同

号
に
規
定
す
る
限
度
を
超
え
て
放
射
線
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
例
緊
急
作
業
に
従
事
す
る
間
に
受
け
る
実
効
線

量
は
、
当
該
特
例
緊
急
被
ば
く
限
度
を
超
え
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

３ 

（
略
） 

４ 

事
業
者
は
、
特
例
緊
急
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
と
き
は

、
当
該
請
負
人
に
対
し
、
当
該
特
例
緊
急
作
業
に
従
事
す
る
間
に
受
け
る
実

効
線
量
は
、
当
該
特
例
緊
急
作
業
に
係
る
特
例
緊
急
被
ば
く
限
度
を
超
え
な

い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
旨
及
び
当
該
特
例
緊
急
作
業
に
係
る
事
故
の
状

況
に
応
じ
、
放
射
線
を
受
け
る
こ
と
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
よ
う
に
努

め
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
ら
な
い
。 

 

 

（
特
例
緊
急
被
ば
く
限
度
） 

第
七
条
の
三 

（
略
） 

２ 

事
業
者
は
、
前
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
例
緊
急
被
ば

く
限
度
が
定
め
ら
れ
た
と
き
は
、
第
七
条
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に

限
る
。
）
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
例
緊
急
作
業
従
事
者
に
つ
い
て
、
同

号
に
規
定
す
る
限
度
を
超
え
て
放
射
線
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
緊
急
作
業
に
従
事
す
る
間
に
受
け
る
実
効
線
量
は

、
当
該
特
例
緊
急
被
ば
く
限
度
を
超
え
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。 

３ 

（
略
） 

（
新
設
） 

 

 

（
線
量
の
測
定
） 

第
八
条 

（
略
） 

２
～
６ 

（
略
） 

７ 

事
業
者
は
、
管
理
区
域
内
に
お
け
る
放
射
線
業
務
、
緊
急
作
業
及
び
管
理

区
域
に
一
時
的
に
立
ち
入
る
作
業
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
管

理
区
域
内
放
射
線
業
務
等
」
と
い
う
。
）
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ

る
と
き
は
、
当
該
請
負
人
に
対
し
、
当
該
管
理
区
域
内
放
射
線
業
務
等
に
従

事
す
る
者
が
管
理
区
域
内
に
お
い
て
受
け
る
外
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
及
び

内
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
を
、
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
測
定
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

８ 

事
業
者
は
、
管
理
区
域
内
放
射
線
業
務
等
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ

せ
る
と
き
は
、
当
該
請
負
人
に
対
し
、
第
三
項
た
だ
し
書
の
場
合
を
除
き
、

管
理
区
域
内
に
お
い
て
放
射
線
測
定
器
を
装
着
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知

 

（
線
量
の
測
定
） 

第
八
条 

（
略
） 

２
～
６ 

（
略
） 

（
新
設
） 

      

（
新
設
） 

  



 

 

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

 
 

 
（
立
入
禁
止
） 

第
十
八
条 

事
業
者
は
、
第
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
工
業

用
等
の
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
又
は
放
射
性
物
質
を
装
備
し
て
い
る
機
器
を
放
射

線
装
置
室
以
外
の
場
所
で
使
用
す
る
と
き
は
、
そ
の
エ
ッ
ク
ス
線
管
の
焦
点

又
は
放
射
線
源
及
び
被
照
射
体
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
以
内
の
場
所
（
外
部
放
射

線
に
よ
る
実
効
線
量
が
一
週
間
に
つ
き
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
の
場
所
を

除
く
。
）
に
、
作
業
に
従
事
す
る
者
を
立
ち
入
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
放
射
性
物
質
を
装
備
し
て
い
る
機
器
の
線
源
容
器
内
に
放
射
線
源
が
確

実
に
収
納
さ
れ
、
か
つ
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
有
す
る
線
源
容
器
に
あ
つ
て
は
当

該
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
線
源
容
器
か
ら
放
射

線
源
を
取
り
出
す
た
め
の
準
備
作
業
、
線
源
容
器
の
点
検
作
業
そ
の
他
必
要

な
作
業
を
行
う
た
め
に
立
ち
入
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

２
・
３ 

（
略
） 

４ 

事
業
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
作
業
に
従
事
す
る
者
が
立
ち
入
る
こ

と
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
場
所
を
標
識
に
よ
り
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

 

（
立
入
禁
止
） 

第
十
八
条 

事
業
者
は
、
第
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
工
業

用
等
の
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
又
は
放
射
性
物
質
を
装
備
し
て
い
る
機
器
を
放
射

線
装
置
室
以
外
の
場
所
で
使
用
す
る
と
き
は
、
そ
の
エ
ッ
ク
ス
線
管
の
焦
点

又
は
放
射
線
源
及
び
被
照
射
体
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
以
内
の
場
所
（
外
部
放
射

線
に
よ
る
実
効
線
量
が
一
週
間
に
つ
き
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
の
場
所
を

除
く
。
）
に
、
労
働
者
を
立
ち
入
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
放
射
性

物
質
を
装
備
し
て
い
る
機
器
の
線
源
容
器
内
に
放
射
線
源
が
確
実
に
収
納
さ

れ
、
か
つ
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
有
す
る
線
源
容
器
に
あ
つ
て
は
当
該
シ
ャ
ッ
タ

ー
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
線
源
容
器
か
ら
放
射
線
源
を
取
り

出
す
た
め
の
準
備
作
業
、
線
源
容
器
の
点
検
作
業
そ
の
他
必
要
な
作
業
を
行

う
た
め
に
立
ち
入
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

２
・
３ 

（
略
） 

４ 

事
業
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
労
働
者
が
立
ち
入
る
こ
と
を
禁
止
さ

れ
て
い
る
場
所
を
標
識
に
よ
り
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

 

（
透
過
写
真
の
撮
影
時
の
措
置
等
） 

第
十
八
条
の
二 

事
業
者
は
、
第
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、

特
定
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
又
は
透
過
写
真
撮
影
用
ガ
ン
マ
線
照
射
装
置
（
ガ
ン

マ
線
照
射
装
置
で
、
透
過
写
真
の
撮
影
に
用
い
ら
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
を
放
射
線
装
置
室
以
外
の
場
所
で
使
用
す
る
と
き
（
被
ば
く
の
お

そ
れ
が
な
い
と
き
を
除
く
。
）
は
、
放
射
線
を
、
作
業
に
従
事
す
る
者
が
立

ち
入
ら
な
い
方
向
に
照
射
し
、
又
は
遮
蔽
す
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

 

 

（
透
過
写
真
の
撮
影
時
の
措
置
等
） 

第
十
八
条
の
二 

事
業
者
は
、
第
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、

特
定
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
又
は
透
過
写
真
撮
影
用
ガ
ン
マ
線
照
射
装
置
（
ガ
ン

マ
線
照
射
装
置
で
、
透
過
写
真
の
撮
影
に
用
い
ら
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
を
放
射
線
装
置
室
以
外
の
場
所
で
使
用
す
る
と
き
（
労
働
者
の
被

ば
く
の
お
そ
れ
が
な
い
と
き
を
除
く
。
）
は
、
放
射
線
を
、
労
働
者
が
立
ち

入
ら
な
い
方
向
に
照
射
し
、
又
は
遮
へ
い
す
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

 

 

（
放
射
線
源
の
収
納
） 

第
十
八
条
の
十 

事
業
者
は
、
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
事
故
が
発
生
し

た
場
合
に
お
い
て
、
放
射
線
源
を
線
源
容
器
そ
の
他
の
容
器
に
収
納
す
る
作

 

（
放
射
線
源
の
収
納
） 

第
十
八
条
の
十 
事
業
者
は
、
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
事
故
が
発
生
し

た
場
合
に
お
い
て
、
放
射
線
源
を
線
源
容
器
そ
の
他
の
容
器
に
収
納
す
る
作



 

 

業
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
と
き
は
、
遮
蔽
物
を
設
け
る
等
の
措
置
を
講
じ

、
か
つ
、
鉗か

ん

子
等
を
使
用
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
当
該
作
業
に
従
事
す
る
労
働

者
と
放
射
線
源
と
の
間
に
適
当
な
距
離
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 
事
業
者
は
、
前
項
の
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
と
き
は
、

当
該
請
負
人
に
対
し
、
遮
蔽
物
を
設
け
る
等
の
措
置
を
講
じ
、
か
つ
、
鉗か

ん

子

等
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
作
業
に
従
事
す
る
者
と
放
射
線
源
と
の
間

に
適
当
な
距
離
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。 

 

業
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
と
き
は
、
し
や
へ
い
物
を
設
け
る
等
の
措
置
を

講
じ
、
か
つ
、
鉗か

ん

子
等
を
使
用
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
当
該
作
業
に
従
事
す
る

労
働
者
と
放
射
線
源
と
の
間
に
適
当
な
距
離
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
新
設
） 

 

（
飛
来
防
止
設
備
等
） 

第
二
十
六
条 

事
業
者
は
、
放
射
性
物
質
を
取
り
扱
う
こ
と
に
よ
り
、
放
射
性

物
質
の
飛
沫ま

つ

又
は
粉
末
が
飛
来
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
労
働
者
と
そ

の
放
射
性
物
質
と
の
間
に
、
そ
の
飛
沫ま

つ

又
は
粉
末
が
労
働
者
の
身
体
又
は
衣

服
、
履
物
、
作
業
衣
、
保
護
具
等
身
体
に
装
着
し
て
い
る
物
（
以
下
「
装
具

」
と
い
う
。
）
に
付
着
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
板
、
幕
等
の
設
備
を
設

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
設
備
を
設
け
る
こ
と
が
作
業
の
性

質
上
著
し
く
困
難
な
場
合
に
お
い
て
、
当
該
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
に
第

三
十
九
条
第
一
項
の
保
護
具
を
使
用
さ
せ
た
と
き
の
ほ
か
、
当
該
作
業
の
一

部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
請
負
人
に
対
し
、

当
該
保
護
具
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知
さ
せ
た
と
き
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。 

 

 

（
飛
来
防
止
設
備
等
） 

第
二
十
六
条 

事
業
者
は
、
放
射
性
物
質
を
取
り
扱
う
こ
と
に
よ
り
、
放
射
性

物
質
の
飛
沫ま

つ

又
は
粉
末
が
飛
来
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
労
働
者
と
そ

の
放
射
性
物
質
と
の
間
に
、
そ
の
飛
沫ま

つ

又
は
粉
末
が
労
働
者
の
身
体
又
は
衣

服
、
履は

き

物
、
作
業
衣
、
保
護
具
等
身
体
に
装
着
し
て
い
る
物
（
以
下
「
装
具

」
と
い
う
。
）
に
付
着
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
板
、
幕
等
の
設
備
を
設
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
設
備
を
設
け
る
こ
と
が
作
業
の
性
質

上
著
し
く
困
難
な
場
合
に
お
い
て
、
当
該
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
に
第
三

十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
護
具
を
使
用
さ
せ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。 

 

（
汚
染
除
去
用
具
等
の
汚
染
検
査
） 

第
三
十
条 

（
略
） 

２
・
３ 

（
略
） 

４ 

事
業
者
は
、
第
一
項
の
汚
染
の
除
去
又
は
清
掃
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け

負
わ
せ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
請
負
人
に
対
し
、
同
項
の
検
査
に
よ
り

、
同
項
の
用
具
が
別
表
第
三
に
掲
げ
る
限
度
を
超
え
て
汚
染
さ
れ
て
い
る
と

認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
そ
の
限
度
以
下
に
な
る
ま
で
は
、
使
用
し
て
は
な
ら

な
い
旨
を
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

 

（
汚
染
除
去
用
具
等
の
汚
染
検
査
） 

第
三
十
条 

（
略
） 

２
・
３ 

（
略
） 

（
新
設
） 



 

 

 

（
退
去
者
の
汚
染
検
査
） 

第
三
十
一
条 

（
略
） 

２ 
事
業
者
は
、
前
項
の
検
査
に
よ
り
労
働
者
の
身
体
又
は
装
具
が
別
表
第
三

に
掲
げ
る
限
度
の
十
分
の
一
を
超
え
て
汚
染
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と

き
は
、
同
項
の
汚
染
検
査
場
所
に
お
い
て
次
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
、
そ

の
労
働
者
を
管
理
区
域
か
ら
退
去
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。 

 

一
・
二 

（
略
） 

３ 

労
働
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
者
の
指
示
に
従
い
、
洗
身
等
を
し

、
又
は
装
具
を
脱
ぎ
、
若
し
く
は
取
り
外
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

管
理
区
域
に
お
い
て
作
業
に
従
事
す
る
者
（
労
働
者
を
除
く
。
）
は
、
そ

の
区
域
か
ら
退
去
す
る
と
き
は
、
第
一
項
の
汚
染
検
査
場
所
に
お
い
て
、
そ

の
身
体
及
び
装
具
の
汚
染
の
状
態
を
検
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

前
項
の
者
は
、
同
項
の
検
査
に
よ
り
そ
の
身
体
又
は
装
具
が
別
表
第
三
に

掲
げ
る
限
度
の
十
分
の
一
を
超
え
て
汚
染
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

は
、
第
一
項
の
汚
染
検
査
場
所
に
お
い
て
次
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
、
管

理
区
域
か
ら
退
去
し
て
は
な
ら
な
い
。 

一 

身
体
が
汚
染
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
汚
染
が
別
表
第
三
に
掲
げ
る

限
度
の
十
分
の
一
以
下
に
な
る
よ
う
に
洗
身
等
を
す
る
こ
と
。 

二 

装
具
が
汚
染
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
装
具
を
脱
ぎ
、
又
は
取
り
外

す
こ
と
。 

 

 

（
退
去
者
の
汚
染
検
査
） 

第
三
十
一
条 

（
略
） 

２ 

事
業
者
は
、
前
項
の
検
査
に
よ
り
労
働
者
の
身
体
又
は
装
具
が
別
表
第
三

に
掲
げ
る
限
度
の
十
分
の
一
を
超
え
て
汚
染
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と

き
は
、
前
項
の
汚
染
検
査
場
所
に
お
い
て
次
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
、
そ

の
労
働
者
を
管
理
区
域
か
ら
退
去
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。 

 

一
・
二 

（
略
） 

３ 

労
働
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
者
の
指
示
に
従
い
、
洗
身
等
を
し

、
又
は
装
具
を
脱
ぎ
、
若
し
く
は
取
り
は
ず
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
新
設
） 

  

（
新
設
） 

 

（
持
出
し
物
品
の
汚
染
検
査
） 

第
三
十
二
条 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

３ 

管
理
区
域
に
お
い
て
作
業
に
従
事
す
る
者
（
労
働
者
を
除
く
。
）
は
、
管

理
区
域
か
ら
持
ち
出
す
物
品
に
つ
い
て
は
、
持
ち
出
し
の
際
に
、
前
条
第
一

項
の
汚
染
検
査
場
所
に
お
い
て
、
そ
の
汚
染
の
状
態
を
検
査
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

４ 

前
項
の
者
は
、
同
項
の
検
査
に
よ
り
、
当
該
物
品
が
別
表
第
三
に
掲
げ
る

限
度
の
十
分
の
一
を
超
え
て
汚
染
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
そ

の
物
品
を
持
ち
出
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
二
項
た
だ
し
書
の
場
合

 

（
持
出
し
物
品
の
汚
染
検
査
） 

第
三
十
二
条 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

（
新
設
） 

   

（
新
設
） 

 

 



 

 

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

  
（
容
器
） 

第
三
十
七
条 

（
略
） 

２ 

事
業
者
は
、
前
項
本
文
の
容
器
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る

用
途
に
用
い
る
と
き
は
、
当
該
用
途
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲

げ
る
構
造
を
具
備
す
る
も
の
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

用
途 

構
造 

（
略
） 

 

放
射
性
物
質
又
は
汚
染
物
を
管

理
区
域
の
外
に
お
い
て
運
搬
す

る
た
め
に
入
れ
る
場
合 

一 

容
器
の
表
面
（
容
器
を
梱
包

す
る
と
き
は
、
そ
の
梱
包
の
表

面
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
に
お
け
る
一
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
線
量
当
量
率
が
、
二
ミ

リ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
（
容
器
を

核
燃
料
物
質
等
の
工
場
又
は
事

業
所
の
外
に
お
け
る
運
搬
に
関

す
る
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
総

理
府
令
第
五
十
七
号
）
第
一
条

第
七
号
に
規
定
す
る
専
用
積
載

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
専

用
積
載
」
と
い
う
。
）
で
運
搬

し
、
か
つ
、
核
燃
料
物
質
等
車

両
運
搬
規
則
（
昭
和
五
十
三
年

運
輸
省
令
第
七
十
二
号
）
第
四

条
第
二
項
及
び
第
十
九
条
第
三

項
各
号
又
は
放
射
性
同
位
元
素

等
車
両
運
搬
規
則
（
昭
和
五
十

二
年
運
輸
省
令
第
三
十
三
号
）

第
四
条
第
二
項
及
び
第
十
八
条

第
三
項
各
号
に
規
定
す
る
運
搬

 

 

 

（
容
器
） 

第
三
十
七
条 

（
略
） 

２ 

事
業
者
は
、
前
項
本
文
の
容
器
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る

用
途
に
用
い
る
と
き
は
、
当
該
用
途
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲

げ
る
構
造
を
具
備
す
る
も
の
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

用
途 

構
造 

（
略
） 

 

放
射
性
物
質
又
は
汚
染
物
を
管

理
区
域
の
外
に
お
い
て
運
搬
す

る
た
め
に
入
れ
る
場
合 

一 

容
器
の
表
面
（
容
器
を
梱
包

す
る
と
き
は
、
そ
の
梱
包
の
表

面
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
に
お
け
る
一
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
線
量
当
量
率
が
、
二
ミ

リ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
（
容
器
を

核
燃
料
物
質
等
の
工
場
又
は
事

業
所
の
外
に
お
け
る
運
搬
に
関

す
る
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
総

理
府
令
第
五
十
七
号
）
第
一
条

第
六
号
に
規
定
す
る
専
用
積
載

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
専

用
積
載
」
と
い
う
。
）
で
運
搬

し
、
か
つ
、
核
燃
料
物
質
等
車

両
運
搬
規
則
（
昭
和
五
十
三
年

運
輸
省
令
第
七
十
二
号
）
第
四

条
第
二
項
及
び
第
十
九
条
第
三

項
各
号
又
は
放
射
性
同
位
元
素

等
車
両
運
搬
規
則
（
昭
和
五
十

二
年
運
輸
省
令
第
三
十
三
号
）

第
四
条
第
二
項
及
び
第
十
八
条

第
三
項
各
号
に
規
定
す
る
運
搬



 

 

の
技
術
上
の
基
準
に
従
う
場
合

で
あ
つ
て
、
労
働
者
の
健
康
障

害
の
防
止
上
支
障
が
な
い
旨
の

厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
受
け

た
と
き
は
、
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
毎
時
）
を
超
え
な
い
も
の
で

あ
る
こ
と
。 

二 

（
略
） 

 
 

 

の
技
術
上
の
基
準
に
従
う
場
合

で
あ
つ
て
、
労
働
者
の
健
康
障

害
の
防
止
上
支
障
が
な
い
旨
の

厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
受
け

た
と
き
は
、
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
毎
時
）
を
超
え
な
い
も
の
で

あ
る
こ
と
。 

二 

（
略
） 

 

３
・
４ 

（
略
） 

  

（
保
護
具
） 

第
三
十
八
条 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

３ 

事
業
者
は
、
第
一
項
の
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
と
き
は

、
当
該
請
負
人
に
対
し
、
そ
の
空
気
の
汚
染
の
程
度
に
応
じ
て
同
項
の
保
護

具
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

３
・
４ 

（
略
） 

  

（
保
護
具
） 

第
三
十
八
条 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

（
新
設
） 

第
三
十
九
条 

（
略
） 

２ 

労
働
者
は
、
前
項
の
作
業
に
従
事
す
る
間
、
同
項
の
保
護
具
を
使
用
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

事
業
者
は
、
第
一
項
の
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
と
き
は

、
当
該
請
負
人
に
対
し
、
同
項
の
保
護
具
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周

知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
第
三
十
九
条 

（
略
） 

２ 

労
働
者
は
、
前
項
の
作
業
に
従
事
す
る
間
、
同
項
に
規
定
す
る
保
護
具
を

使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
新
設
） 

 

（
作
業
衣
） 

第
四
十
条 

（
略
） 

２ 

事
業
者
は
、
前
項
の
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
と
き
は
、

当
該
請
負
人
に
対
し
、
専
用
の
作
業
衣
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

 
（
作
業
衣
） 

第
四
十
条 

（
略
） 

（
新
設
） 



 

 

 

（
保
護
具
等
の
汚
染
除
去
） 

第
四
十
一
条 

事
業
者
は
、
第
三
十
八
条
第
一
項
、
第
三
十
九
条
第
一
項
及
び

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
使
用
さ
せ
る
保
護
具
又
は
作
業
衣
が
別
表
第
三

に
掲
げ
る
限
度
（
保
護
具
又
は
作
業
衣
の
労
働
者
に
接
触
す
る
部
分
に
あ
つ

て
は
、
そ
の
限
度
の
十
分
の
一
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
超
え

て
汚
染
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
洗
浄
等
に
よ

り
別
表
第
三
に
掲
げ
る
限
度
以
下
に
な
る
ま
で
汚
染
を
除
去
し
な
け
れ
ば
、

労
働
者
に
使
用
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。 

２ 

事
業
者
は
、
第
三
十
八
条
第
三
項
、
第
三
十
九
条
第
三
項
及
び
前
条
第
二

項
の
請
負
人
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
規
定
に
基
づ
く
周
知
に
よ
り
使
用
す
る

保
護
具
又
は
作
業
衣
が
別
表
第
三
に
掲
げ
る
限
度
を
超
え
て
汚
染
さ
れ
て
い

る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
洗
浄
等
に
よ
り
同
表
に
掲
げ
る
限

度
以
下
に
な
る
ま
で
汚
染
を
除
去
し
な
け
れ
ば
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
旨
を

周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

 

（
保
護
具
等
の
汚
染
除
去
） 

第
四
十
一
条 

事
業
者
は
、
前
三
条
の
規
定
に
よ
り
使
用
さ
せ
る
保
護
具
又
は

作
業
衣
が
別
表
第
三
に
掲
げ
る
限
度
（
保
護
具
又
は
作
業
衣
の
労
働
者
に
接

触
す
る
部
分
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
限
度
の
十
分
の
一
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
同
じ
。
）
を
超
え
て
汚
染
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
あ
ら
か

じ
め
、
洗
浄
等
に
よ
り
別
表
第
三
に
掲
げ
る
限
度
以
下
に
な
る
ま
で
汚
染
を

除
去
し
な
け
れ
ば
、
労
働
者
に
使
用
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。 

 

（
新
設
） 

 

（
喫
煙
等
の
禁
止
） 

第
四
十
一
条
の
二 

事
業
者
は
、
放
射
性
物
質
取
扱
作
業
室
そ
の
他
の
放
射
性

物
質
を
吸
入
摂
取
し
、
又
は
経
口
摂
取
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
作
業
場
に
お
け

る
作
業
に
従
事
す
る
者
の
喫
煙
又
は
飲
食
に
つ
い
て
、
禁
止
す
る
旨
を
見
や

す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
禁
止
す
る
と
と
も
に
、

表
示
以
外
の
方
法
に
よ
り
禁
止
し
た
と
き
は
、
当
該
作
業
場
に
お
い
て
喫
煙

又
は
飲
食
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
旨
を
当
該
作
業
場
の
見
や
す
い
箇
所
に
表
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
作
業
場
に
お
い
て
作
業
に
従
事
す
る
者
は
、
当
該
作
業
場
で
喫
煙

し
、
又
は
飲
食
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

 

（
喫
煙
等
の
禁
止
） 

第
四
十
一
条
の
二 

事
業
者
は
、
放
射
性
物
質
取
扱
作
業
室
そ
の
他
の
放
射
性

物
質
を
吸
入
摂
取
し
、
又
は
経
口
摂
取
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
作
業
場
で
労
働

者
が
喫
煙
し
、
又
は
飲
食
す
る
こ
と
を
禁
止
し
、
か
つ
、
そ
の
旨
を
当
該
作

業
場
の
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

   

２ 

労
働
者
は
、
前
項
の
作
業
場
で
喫
煙
し
、
又
は
飲
食
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

（
保
護
衣
類
等
） 

第
四
十
一
条
の
八
の
二 

処
分
事
業
者
は
、
事
故
由
来
廃
棄
物
等
を
取
り
扱
う

こ
と
に
よ
り
、
事
故
由
来
廃
棄
物
等
の
飛
沫ま

つ

又
は
粉
末
が
飛
来
す
る
お
そ
れ

の
あ
る
と
き
は
、
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
に
有
効
な
保
護
衣
類
、
手
袋
又
は

履
物
を
備
え
、
こ
れ
ら
を
当
該
事
故
由
来
廃
棄
物
等
を
取
り
扱
う
作
業
に
従

 

（
新
設
） 

   



 

 

事
す
る
労
働
者
に
使
用
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

処
分
事
業
者
は
、
前
項
の
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
場
合

で
あ
つ
て
、
事
故
由
来
廃
棄
物
等
の
飛
沫ま

つ

又
は
粉
末
が
飛
来
す
る
お
そ
れ
の

あ
る
と
き
は
、
当
該
請
負
人
に
対
し
、
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
に
有
効
な
保

護
衣
類
、
手
袋
又
は
履
物
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

 

  

 

（
準
用
） 

第
四
十
一
条
の
九 

第
三
条
第
四
項
（
第
三
十
三
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
に
限
る
。
）
、
第
二
十
五
条
、
第
二
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（

第
三
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
八
条
、

第
二
十
九
条
、
第
三
十
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
三
十
一
条
、

第
三
十
二
条
、
第
三
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
第
三
十
四
条
第
二
項
及

び
第
三
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
四

条
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項
、
第
三
十
七
条
（
第
四
項
を
除
く
。
）
並

び
に
第
三
十
八
条
か
ら
第
四
十
一
条
の
二
ま
で
の
規
定
は
、
処
分
事
業
者
に

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定

中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

（
略
） 

（
削
る
） 

（
削
る
） 

 

（
削
る
） 

（
削
る
） 

 

（
削
る
） 

（
削
る
） 

 

（
削
る
） 

     

 

（
準
用
） 

第
四
十
一
条
の
九 

第
三
条
第
四
項
（
第
三
十
三
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
に
限
る
。
）
、
第
二
十
五
条
、
第
二
十
六
条
本
文
、
第
二
十
七
条
第

一
項
及
び
第
二
項
（
第
三
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
、
第
二
十
八
条
、
第
二
十
九
条
、
第
三
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
三

十
一
条
、
第
三
十
二
条
、
第
三
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
第
三
十
四
条

第
二
項
及
び
第
三
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、

第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項
、
第
三
十
七
条
（
第
四
項
を
除

く
。
）
並
び
に
第
三
十
八
条
か
ら
第
四
十
一
条
の
二
ま
で
の
規
定
は
、
処
分

事
業
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲

げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲

げ
る
字
句
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

（
略
） 

第
二
十
六
条
本
文 

放
射
性
物
質
を 

事
故
由
来
廃
棄
物
等

を 

放
射
性
物
質
の 

事
故
由
来
廃
棄
物
等

の 

労
働
者
と
そ
の
放
射

性
物
質
と
の
間
に
、

そ
の
飛
沫ま

つ

又
は
粉
末

が
労
働
者
の
身
体
又

は
衣
服
、
履は

き

物
、
作

業
衣
、
保
護
具
等
身

当
該
作
業
に
従
事
す

る
労
働
者
に
第
四
十

一
条
の
九
に
お
い
て

準
用
す
る
第
三
十
九

条
第
一
項
に
規
定
す

る
保
護
具
を
使
用
さ



 

 

       

（
略
） 

第
三
十
二
条
第
二
項 

（
略
） 

（
略
） 

（
略
） 

（
略
） 

第
三
十
二
条
第
三
項 

検
査
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

検
査
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、

第
四
十
一
条
の
九
に

お
い
て
準
用
す
る
第

一
項
た
だ
し
書
の
場

合
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。 

（
略
） 

 

体
に
装
着
し
て
い
る

物
（
以
下
「
装
具
」

と
い
う
。
）
に
付
着

し
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
板
、
幕
等
の
設

備
を
設
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

（
略
） 

第
三
十
二
条
第
二
項 

（
略
） 

（
略
） 

（
略
） 

（
略
） 

（
新
設
） 

      

（
新
設
） 

（
新
設
） 

（
略
） 

 

 
 

 

（
除
染
特
別
地
域
等
に
お
け
る
特
例
） 

第
四
十
一
条
の
十 

（
略
） 

２ 

除
染
特
別
地
域
等
に
お
い
て
事
故
由
来
廃
棄
物
等
の
処
分
の
業
務
を
行
う

場
合
に
お
け
る
前
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
八
条
、
第
三
十
一
条
、
第

三
十
二
条
、
第
三
十
三
条
第
二
項
（
第
三
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
に
限
る
。
）
、
第
三
十
五
条
第
一
項
及
び
第
三
十
七
条
（
第
四
項
を

除
く
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中

同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と

す
る
。 

（
略
） 

第
三
十
一
条
第
二
項

別
表
第
三
に
掲
げ
る

別
表
第
三
に
掲
げ
る

 

（
除
染
特
別
地
域
等
に
お
け
る
特
例
） 

第
四
十
一
条
の
十 

（
略
） 

２ 

除
染
特
別
地
域
等
に
お
い
て
事
故
由
来
廃
棄
物
等
の
処
分
の
業
務
を
行
う

場
合
に
お
け
る
前
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
八
条
、
第
三
十
一
条
、
第

三
十
二
条
、
第
三
十
三
条
第
二
項
（
第
三
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
に
限
る
。
）
、
第
三
十
五
条
第
一
項
及
び
第
三
十
七
条
（
第
四
項
を

除
く
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中

同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と

す
る
。 

（
略
） 

第
三
十
一
条
第
二
項

別
表
第
三
に
掲
げ
る

別
表
第
三
に
掲
げ
る



 

 

及
び
第
五
項
、
第
三

十
二
条
第
二
項
及
び

第
四
項
並
び
に
第
三

十
五
条
第
一
項 

限
度
の
十
分
の
一 

限
度 

 

、
第
三
十
二
条
第
二

項
及
び
第
三
十
五
条

第
一
項 

 

限
度
の
十
分
の
一 

限
度 

 

  

（
加
工
施
設
等
に
お
け
る
作
業
規
程
） 

第
四
十
一
条
の
十
一 

（
略
） 

２ 

事
業
者
は
、
前
項
の
規
程
を
定
め
た
と
き
は
、
同
項
各
号
の
事
項
に
つ
い

て
、
関
係
労
働
者
（
同
項
の
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
場
合

に
お
い
て
は
、
関
係
労
働
者
及
び
当
該
請
負
人
）
に
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

 

  

（
加
工
施
設
等
に
お
け
る
作
業
規
程
） 

第
四
十
一
条
の
十
一 

（
略
） 

２ 

事
業
者
は
、
前
項
の
規
程
を
定
め
た
と
き
は
、
同
項
各
号
の
事
項
に
つ
い

て
関
係
労
働
者
に
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

 

（
原
子
炉
施
設
に
お
け
る
作
業
規
程
） 

第
四
十
一
条
の
十
二 

（
略
） 

２ 

事
業
者
は
、
前
項
の
規
程
を
定
め
た
と
き
は
、
同
項
各
号
の
事
項
に
つ
い

て
、
関
係
労
働
者
（
同
項
の
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
場
合

に
お
い
て
は
、
関
係
労
働
者
及
び
当
該
請
負
人
）
に
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

 

 

（
原
子
炉
施
設
に
お
け
る
作
業
規
程
） 

第
四
十
一
条
の
十
二 

（
略
） 

２ 

事
業
者
は
、
前
項
の
規
程
を
定
め
た
と
き
は
、
同
項
各
号
の
事
項
に
つ
い

て
関
係
労
働
者
に
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
事
故
由
来
廃
棄
物
等
の
処
分
の
業
務
に
係
る
作
業
に
お
け
る
作
業
規
程
） 

第
四
十
一
条
の
十
三 

（
略
） 

２ 

事
業
者
は
、
前
項
の
規
程
を
定
め
た
と
き
は
、
同
項
各
号
の
事
項
に
つ
い

て
、
関
係
労
働
者
（
同
項
の
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
場
合

に
お
い
て
は
、
関
係
労
働
者
及
び
当
該
請
負
人
）
に
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

 

 

（
事
故
由
来
廃
棄
物
等
の
処
分
の
業
務
に
係
る
作
業
に
お
け
る
作
業
規
程
） 

第
四
十
一
条
の
十
三 

（
略
） 

２ 

事
業
者
は
、
前
項
の
規
程
を
定
め
た
と
き
は
、
同
項
各
号
の
事
項
に
つ
い

て
関
係
労
働
者
に
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
退
避
） 

第
四
十
二
条 

事
業
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
故
が
発
生

し
た
と
き
は
、
そ
の
事
故
に
よ
つ
て
受
け
る
実
効
線
量
が
十
五
ミ
リ
シ
ー
ベ

ル
ト
を
超
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
区
域
か
ら
、
直
ち
に
、
作
業
に
従
事
す
る
者

を
退
避
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
退
避
） 

第
四
十
二
条 

事
業
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
故
が
発
生

し
た
と
き
は
、
そ
の
事
故
に
よ
つ
て
受
け
る
実
効
線
量
が
十
五
ミ
リ
シ
ー
ベ

ル
ト
を
超
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
区
域
か
ら
、
直
ち
に
、
労
働
者
を
退
避
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



 

 

一 

第
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
遮
蔽
物
が
放
射
性
物

質
の
取
扱
い
中
に
破
損
し
た
場
合
又
は
放
射
線
の
照
射
中
に
破
損
し
、
か

つ
、
そ
の
照
射
を
直
ち
に
停
止
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合 

二 
（
略
） 

三 
放
射
性
物
質
が
多
量
に
漏
れ
、
こ
ぼ
れ
、
又
は
逸
散
し
た
場
合 

四
・
五 
（
略
） 

２ 

（
略
） 

３ 

事
業
者
は
、
作
業
に
従
事
す
る
者
を
第
一
項
の
区
域
に
立
ち
入
ら
せ
て
は

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
緊
急
作
業
に
従
事
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。 

 

一 

第
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
遮
へ
い
物
が
放
射
性

物
質
の
取
扱
い
中
に
破
損
し
た
場
合
又
は
放
射
線
の
照
射
中
に
破
損
し
、

か
つ
、
そ
の
照
射
を
直
ち
に
停
止
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合 

二 

（
略
） 

三 

放
射
性
物
質
が
多
量
に
も
れ
、
こ
ぼ
れ
、
又
は
逸
散
し
た
場
合 

四
・
五 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

３ 

事
業
者
は
、
労
働
者
を
第
一
項
の
区
域
に
立
ち
入
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
緊
急
作
業
に
従
事
さ
せ
る
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。 

 

 

（
診
察
等
） 

第
四
十
四
条 

事
業
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
労
働
者
に
、

速
や
か
に
、
医
師
の
診
察
又
は
処
置
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

（
略
） 

二 

第
四
条
第
一
項
又
は
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
限
度
を
超
え
て
実
効

線
量
又
は
等
価
線
量
を
受
け
た
者 

三
～
五 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

３ 

事
業
者
は
、
放
射
線
業
務
、
緊
急
作
業
及
び
管
理
区
域
に
一
時
的
に
立
ち

入
る
作
業
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
第
四
項
に
お
い
て
「
放
射
線
業
務
等
」

と
い
う
。
）
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該

請
負
人
に
対
し
、
放
射
線
業
務
等
に
従
事
す
る
者
が
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
速
や
か
に
医
師
の
診
察
又
は
処
置
を
受
け
る
必
要

が
あ
る
旨
を
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

 

（
診
察
等
） 

第
四
十
四
条 

事
業
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
労
働
者
に
、

速
や
か
に
、
医
師
の
診
察
又
は
処
置
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

（
略
） 

二 

第
四
条
第
一
項
又
は
第
五
条
に
規
定
す
る
限
度
を
超
え
て
実
効
線
量
又

は
等
価
線
量
を
受
け
た
者 

三
～
五 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

（
新
設
） 

 

 

（
事
故
に
関
す
る
測
定
及
び
記
録
） 

第
四
十
五
条 

事
業
者
は
、
第
四
十
二
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
事
故
が
発
生
し
、
同
項
の
区
域
が
生
じ
た
と
き
は
、
労
働
者
が
そ
の
区
域

内
に
い
た
こ
と
に
よ
つ
て
、
又
は
緊
急
作
業
に
従
事
し
た
こ
と
に
よ
つ
て
受

け
た
実
効
線
量
、
眼
の
水
晶
体
及
び
皮
膚
の
等
価
線
量
並
び
に
次
の
事
項
を

 

（
事
故
に
関
す
る
測
定
及
び
記
録
） 

第
四
十
五
条 

事
業
者
は
、
第
四
十
二
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
事
故
が
発
生
し
、
同
項
の
区
域
が
生
じ
た
と
き
は
、
労
働
者
が
そ
の
区
域

内
に
い
た
こ
と
に
よ
つ
て
、
又
は
緊
急
作
業
に
従
事
し
た
こ
と
に
よ
つ
て
受

け
た
実
効
線
量
、
目
の
水
晶
体
及
び
皮
膚
の
等
価
線
量
並
び
に
次
の
事
項
を



 

 

記
録
し
、
こ
れ
を
五
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
一
～
四 

（
略
） 

２
・
３ 

（
略
） 

４ 
事
業
者
は
、
放
射
線
業
務
等
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
と
き
は

、
当
該
請
負
人
に
対
し
、
第
一
項
に
規
定
す
る
区
域
が
生
じ
た
場
合
で
あ
つ

て
、
放
射
線
業
務
等
に
従
事
す
る
者
が
そ
の
区
域
内
に
い
た
こ
と
に
よ
つ
て

、
又
は
緊
急
作
業
に
従
事
し
た
こ
と
に
よ
つ
て
受
け
た
同
項
の
実
効
線
量
又

は
等
価
線
量
が
明
ら
か
で
な
い
と
き
は
、
第
四
十
二
条
第
一
項
の
区
域
内
の

必
要
な
場
所
ご
と
の
外
部
放
射
線
に
よ
る
線
量
当
量
率
、
空
気
中
の
放
射
性

物
質
の
濃
度
又
は
放
射
性
物
質
の
表
面
密
度
を
放
射
線
測
定
器
を
用
い
て
測

定
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
計
算
に
よ
り
第
一
項
の
実
効
線
量
又
は
等

価
線
量
を
算
出
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

事
業
者
は
、
前
項
の
請
負
人
に
対
し
、
同
項
の
線
量
当
量
率
を
放
射
線
測

定
器
を
用
い
て
測
定
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
計
算
に
よ
り
算
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
周
知
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

記
録
し
、
こ
れ
を
五
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一
～
四 

（
略
） 

２
・
３ 

（
略
） 

（
新
設
） 

        

（
新
設
） 

   

  

（
ガ
ン
マ
線
透
過
写
真
撮
影
作
業
主
任
者
の
職
務
） 

第
五
十
二
条
の
三 

事
業
者
は
、
ガ
ン
マ
線
透
過
写
真
撮
影
作
業
主
任
者
に
次

の
事
項
を
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一
～
八 

（
略
） 

九 

作
業
中
、
放
射
線
測
定
器
を
用
い
て
放
射
線
源
の
位
置
、
遮
蔽
の
状
況

等
に
つ
い
て
点
検
す
る
こ
と
。 

十
・
十
一 

（
略
） 

十
二 

第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
お

い
て
、
放
射
線
源
を
線
源
容
器
そ
の
他
の
容
器
に
収
納
す
る
作
業
を
行
う

と
き
は
、
第
十
八
条
の
十
第
一
項
の
措
置
を
講
じ
、
か
つ
、
鉗か

ん

子
等
を
使

用
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
当
該
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
と
放
射
線
源
と
の

間
に
適
当
な
距
離
を
設
け
る
こ
と
。 

 

  

（
ガ
ン
マ
線
透
過
写
真
撮
影
作
業
主
任
者
の
職
務
） 

第
五
十
二
条
の
三 

事
業
者
は
、
ガ
ン
マ
線
透
過
写
真
撮
影
作
業
主
任
者
に
次

の
事
項
を
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一
～
八 

（
略
） 

九 

作
業
中
、
放
射
線
測
定
器
を
用
い
て
放
射
線
源
の
位
置
、
遮
へ
い
の
状

況
等
に
つ
い
て
点
検
す
る
こ
と
。 

十
・
十
一 

（
略
） 

十
二 

第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
お

い
て
、
放
射
線
源
を
線
源
容
器
そ
の
他
の
容
器
に
収
納
す
る
作
業
を
行
う

と
き
は
、
第
十
八
条
の
十
の
措
置
を
講
じ
、
か
つ
、
鉗か

ん

子
等
を
使
用
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
当
該
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
と
放
射
線
源
と
の
間
に
適

当
な
距
離
を
設
け
る
こ
と
。 

 

 

（
線
量
当
量
率
等
の
測
定
等
） 

 

（
線
量
当
量
率
等
の
測
定
等
） 



 

 

第
五
十
四
条 

事
業
者
は
、
前
条
第
一
号
の
管
理
区
域
に
つ
い
て
、
一
月
以
内

（
放
射
線
装
置
を
固
定
し
て
使
用
す
る
場
合
に
お
い
て
使
用
の
方
法
及
び
遮

蔽
物
の
位
置
が
一
定
し
て
い
る
と
き
、
又
は
三
・
七
ギ
ガ
ベ
ク
レ
ル
以
下
の

放
射
性
物
質
を
装
備
し
て
い
る
機
器
を
使
用
す
る
と
き
は
、
六
月
以
内
）
ご

と
に
一
回
、
定
期
に
、
外
部
放
射
線
に
よ
る
線
量
当
量
率
又
は
線
量
当
量
を

放
射
線
測
定
器
を
用
い
て
測
定
し
、
そ
の
都
度
、
次
の
事
項
を
記
録
し
、
こ

れ
を
五
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一
～
八 

（
略
） 

２
・
３ 

（
略
） 

４ 

事
業
者
は
、
第
一
項
の
測
定
又
は
第
二
項
の
計
算
に
よ
る
結
果
を
、
見
や

す
い
場
所
に
掲
示
す
る
等
の
方
法
に
よ
つ
て
、
管
理
区
域
に
立
ち
入
る
者
に

周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
五
十
四
条 

事
業
者
は
、
前
条
第
一
号
の
管
理
区
域
に
つ
い
て
、
一
月
以
内

（
放
射
線
装
置
を
固
定
し
て
使
用
す
る
場
合
に
お
い
て
使
用
の
方
法
及
び
遮

へ
い
物
の
位
置
が
一
定
し
て
い
る
と
き
、
又
は
三
・
七
ギ
ガ
ベ
ク
レ
ル
以
下

の
放
射
性
物
質
を
装
備
し
て
い
る
機
器
を
使
用
す
る
と
き
は
、
六
月
以
内
）

ご
と
に
一
回
、
定
期
に
、
外
部
放
射
線
に
よ
る
線
量
当
量
率
又
は
線
量
当
量

を
放
射
線
測
定
器
を
用
い
て
測
定
し
、
そ
の
都
度
、
次
の
事
項
を
記
録
し
、

こ
れ
を
五
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一
～
八 

（
略
） 

２
・
３ 

（
略
） 

４ 

事
業
者
は
、
第
一
項
の
測
定
又
は
第
二
項
の
計
算
に
よ
る
結
果
を
、
見
や

す
い
場
所
に
掲
示
す
る
等
の
方
法
に
よ
つ
て
、
管
理
区
域
に
立
ち
入
る
労
働

者
に
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

 

（
準
用
） 

第
六
十
二
条 

第
三
条
第
四
項
（
第
十
五
条
第
三
項
、
第
二
十
二
条
第
二
項
、

第
三
十
三
条
第
三
項
、
第
三
十
六
条
第
二
項
、
第
四
十
一
条
の
四
第
二
項
及

び
第
四
十
一
条
の
八
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
七

条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
八
条
、
第
九
条
、
第
十
八
条
第
一
項
本
文

（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
一
条
第
一

項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
三
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
三
十
三
条
第

一
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第

四
十
一
条
の
九
（
第
四
十
一
条
の
十
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十

六
条
第
一
項
、
第
三
十
八
条
、
第
三
十
九
条
、
第
四
十
一
条
、
第
四
十
一
条

の
二
第
一
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
四
十
一
条
の
九
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
一
条
の
六
第
一
項
、
第
四
十
一
条
の
七
第
一
項
、

第
四
十
一
条
の
八
第
一
項
、
第
四
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
四

条
、
第
四
十
五
条
、
第
五
十
九
条
の
二
並
び
に
第
六
十
一
条
の
二
第
一
項
の

規
定
は
、
放
射
線
業
務
を
行
う
事
業
場
内
に
お
い
て
放
射
線
業
務
以
外
の
業

務
を
行
う
事
業
の
事
業
者
（
除
染
則
第
二
条
第
一
項
の
事
業
者
を
除
く
。
）

及
び
そ
の
使
用
す
る
労
働
者
に
準
用
す
る
。 

 

（
準
用
） 

第
六
十
二
条 

第
三
条
第
四
項
（
第
十
五
条
第
三
項
、
第
二
十
二
条
第
二
項
、

第
三
十
三
条
第
三
項
、
第
三
十
六
条
第
二
項
、
第
四
十
一
条
の
四
第
二
項
及

び
第
四
十
一
条
の
八
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
七

条
第
三
項
、
第
八
条
、
第
九
条
、
第
十
八
条
第
一
項
本
文
（
同
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
一
条
、
第
三
十
二
条
、
第
三

十
三
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項
（
こ
れ
ら
の

規
定
を
第
四
十
一
条
の
九
（
第
四
十
一
条
の
十
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

、
第
三
十
六
条
第
一
項
、
第
三
十
八
条
、
第
三
十
九
条
、
第
四
十
一
条
、
第

四
十
一
条
の
二
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
四
十
一
条
の
九
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
一
条
の
六
第
一
項
、
第
四
十
一
条
の
七
第
一
項

、
第
四
十
一
条
の
八
第
一
項
、
第
四
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十

四
条
、
第
四
十
五
条
第
一
項
、
第
五
十
四
条
第
四
項
、
第
五
十
九
条
の
二
並

び
に
第
六
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
は
、
放
射
線
業
務
を
行
う
事
業
場
内

に
お
い
て
放
射
線
業
務
以
外
の
業
務
を
行
う
事
業
の
事
業
者
（
除
染
則
第
二

条
第
一
項
の
事
業
者
を
除
く
。
）
及
び
そ
の
使
用
す
る
労
働
者
に
準
用
す
る

。 



 

 

 
 




